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例
年
、
春
の
ぶ
ら
り
ウ
ォ
ー
ク
は
大

阪
近
場
の
桜
の
名
所
を
企
画
し
て
く
だ

さ
り
、
今
回
は
何
処
に
行
け
る
の
か
楽

し
み
に
し
て
い
た
所
「
丹
波
篠
山
城
跡

と
周
辺
歴
史
散
策
」
の
お
誘
い
企
画
。

丹
波
と
言
え
ば
黒
豆
、
大
納
言
小
豆
、

栗
等
が
思
い
浮
か
ぶ
。
と
り
わ
け
黒
枝

豆
好
物
で
そ
の
為
だ
け
に
丹
波
へ
足
を

運
ん
だ
こ
と
は
幾
度
か
！

桜
の
季
節
に
は
一
度
も
行
く
機
会
が

な
か
っ
た
の
で
、
こ
れ
幸
い
と
参
加
。

決
行
の
4
月
4
日
、
JR
大
阪
駅
宝
塚

線
ホ
ー
ム
に
総
勢
13
名
が
集
合
。

当
駅
始
発
の
篠
山
口
行
き
な
の
で
車

中
眠
っ
て
い
て
も
大
丈
夫
、
と
言
い
な

が
ら
丹
波
篠
山
口
迄
の
1
時
間
10

分
弱

の
小
さ
な
旅
の
始
ま
り
で
、
尼
崎
を
過

ぎ
宝
塚
へ
と
進
む
に
つ
れ
少
し
ず
つ
田

園
風
景
が
変
わ
る
。

三
田
市
に
入
る
頃
に
は
、
武
庫
川
支

流
の
河
川
岸
に
満
開
の
桜
が
車
窓
の
右

左
で
春
の
光
に
輝
き
、
「
わ
ぁ
〜
き
れ

い
、
き
れ
い
」
と
歓
声
が
あ
が
る
。
三

田
か
ら
篠
山
市
に
入
る
と
今
度
は
加
古

川
支
流
、
こ
れ
又
河
川
岸
に
満
開
の
桜

が
連
な
る
連
な
る
。

篠
山
口
駅
ま
で
続
く
車
中
の
桜
見
で

目
の
方
は
満
足
し
た
も
の
の
、
お
腹
の

方
は
満
足
し
て
お
ら
ず
、
駅
前
か
ら
の

バ
ス
で
二
階
町
（
篠
山
城
跡
最
寄
駅
）

で
下
車
す
る
な
り
目
に
飛
び
込
ん
で
来

た
の
は
黒
豆
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
。
早
速

花
よ
り
団
子
に
な
り
、
ソ
フ
ト
ク
リ
ー

ム
を
手
に
城
跡
へ
と
向
か
う
。

城
跡
ま
で
の
通
り
に
は
洋
風
建
築
の

観
光
案
内
所
、
郵
便
局
、
そ
し
て
カ
フ
ェ

を
兼
ね
備
え
た
地
元
の
商
品
等
を
揃
え

る
建
物
も
洋
風
。
城
跡
前
の
市
役
所
や

た
ん
ば
田
園
交
響
ホ
ー
ル
の
立
派
な
建

物
を
横
目
に
、
城
跡
標
準
木
の
桜
木
の

前
で
全
員
集
合
の
写
真
を
撮
る
。

城
跡
内
の
桜
は
見
事
な
程
の
花
つ
き

で
ど
れ
も
こ
れ
も
古
木
で
堂
々
と
し
て

い
る
。
決
行
日
が
本
当
に
今
日
で
良
か
っ

た
。桜

見
を
一
通
り
終
え
、
花
明
か
り
の

下
に
て
全
員
で
お
昼
に
。
こ
う
な
る
と

ま
た
ま
た
花
よ
り
団
子
で
、
桜
を
見
な

が
ら
箸
を
進
め
る
。
そ
こ
に
北
拠
点
の

藤
井
美
智
子
さ
ん
の
娘
さ
ん
か
ら
ビ
ー

ル
と
お
つ
ま
み
の
差
し
入
れ
を
頂
く
。

因
み
に
藤
井
さ
ん
の
娘
さ
ん
は
現
在
篠

山
に
居
住
さ
れ
て
お
ら
れ
る
と
か
。
そ

の
差
し
入
れ
の
ビ
ー
ル
を
片
手
に
、
空

い
て
い
る
手
に
お
つ
ま
み
。

天
気
は
上
々
で
桜
は
満
開
、
そ
し
て

時
折
ひ
ら
り
ひ
ら
り
と
花
び
ら
が
舞
い

宴
の
始
ま
り
。
満
腹
に
な
っ
て
も
う
一

度
城
跡
内
を
歩
き
、
城
跡
を
後
に
す
る
。

そ
こ
で
篠
山
に
詳
し
い
藤
井
さ
ん
の

提
案
で
も
う
一
度
河
川
岸
桜
を
愛
で
な

が
ら
篠
山
口
駅
方
面
へ
歩
い
て
み
ま
せ

ん
か
の
声
か
け
で
全
員
で
藤
井
さ
ん
を

先
頭
に
て
バ
ス
下
車
し
た
元
の
二
階
町

ま
で
戻
り
商
店
の
店
先
を
覗
き
な
が
ら

進
む
こ
と
に
し
た
。

地
元
の
酒
蔵
鳳
鳴
に
立
ち
寄
り
無
料

の
試
飲
、
有
料
の
試
飲
。
酒
蔵
も
自
由

に
見
学
し
た
り
し
な
が
ら
、
各
々
買
い

物
も
楽
し
み
外
せ
な
い
の
が
黒
豆
の
有

名
店
小
田
垣
商
店
に
も
案
内
し
て
も
ら

い
、
こ
こ
で
も
店
の
奥
ま
で
見
学
さ
せ

て
頂
い
た
。

こ
こ
か
ら
町
を
離
れ
て
篠
山
川
堤
へ

と
入
っ
て
行
き
、
桜
並
木
を
歩
い
て
い

る
と
鶯
の
鳴
き
声
に
癒
さ
れ
、
こ
れ
ま

た
感
激
し
ご
く
の
ぶ
ら
り
ウ
ォ
ー
ク
だ
っ

た
。
予
報
で
は
15

時
頃
か
ら
雨
マ
ー

ク
に
な
っ
て
い
た

が
、
ウ
ォ
ー
ク
中

は
雨
に
あ
う
事
も

な
く
、
篠
山
口
駅

に
着
い
た
時
に
降

り
だ
し
た
雨
も
、

大
阪
に
着
く
頃
に

は
止
ん
で
全
員
元

気
に
戻
っ
て
来
れ

た
。お

世
話
し
て
下

さ
っ
た
方
に
は
、

桜
の
開
花
予
報
や

天
候
情
報
等
考
慮
し
な
が
ら
決
行
日
を

決
定
し
て
頂
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

そ
し
て
お
疲
れ
様
で
し
た
。
次
回
も
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

仲
村
光
子
（
此
花
区
）

春
の
ぶ
ら
り
ウ
ォ
ー
ク
に

参
加
し
て
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「
総
脂
肪
値
も
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
も
、
前
回

よ
り
ダ
ウ
ン
。
基
準
値
を
少
し
オ
ー
バ
ー
で
す
が
、

こ
の
調
子
で
こ
の
リ
ズ
ム
を
維
持
し
て
く
だ
さ
い
。
」

と
の
主
治
医
の
お
達
し
に
よ
り
、
毎
週
1
～
2
回
の

市
内
ハ
イ
キ
ン
グ
で
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
が
下
が
り

ホ
ッ
と
一
安
心
。
継
続
は
力
な
り
！

2
月
初
め
、
「
吉
本
せ
い
」
ゆ
か
り
の
地
を
巡
る

市
内
ハ
イ
キ
ン
グ
に
。
N
H
K
の
朝
ド
ラ
「
わ
ろ
て

ん
か
」
主
人
公
『
北
村
て
ん
』
の
モ
デ
ル
は
吉
本
興

業
の
吉
本
せ
い
さ
ん
だ
そ
う
だ
。

９
時
半
、
地
下
鉄
動

物
園
前
駅
を
ス
タ
ー
ト

し
JR
天
王
寺
駅
に
向
か

う
坂
を
上
る
。
阪
神
高

速
を
く
ぐ
っ
た
右
側
大

阪
市
大
病
院
手
前
に
上

方
演
芸
発
祥
の
地
「
て

ん
の
じ
村
」
の
石
碑
が

あ
っ
た
。
多
く
の
芸
人

が
無
名
時
代
に
住
ん
で

い
た
庶
民
的
な
街
並
み

が
ま
だ
少
し
こ
こ
に
は
残
っ
て
い
た
。

ジ
ャ
ン
ジ
ャ
ン
横
丁
を
通
っ
て
通
天
閣
へ
。
か
つ

て
横
丁
に
は
新
花
月
劇
場
が
あ
っ
た
そ
う
だ
。
今
の

通
天
閣
は
２
代
目
だ
が
、
初
代
通
天
閣
は
何
と
吉
本

興
業
の
所
有
だ
っ
た
と
の
こ
と
。

で
ん
で
ん
タ
ウ
ン
か
ら
な
ん
ば
グ
ラ
ン
ド
花
月
へ
。

芸
人
の
大
き
な
名
札
が
入
口
の
上
に
ず
ら
り
と
か
か
っ

て
い
た
。

水
か
け
不
動
に
お
参
り
し
、
法
善
寺
横
丁
へ
。
近

辺
の
火
事
で
焼
失
し
た
南
地
花
月
の
石
碑
が
あ
っ
た
。

焼
失
前
に
家
族
と
落
語
を
聞
き
に
来
た
こ
と
が
あ
り

懐
か
し
か
っ
た
。

行
列
の
で
き
る
メ
ニ
ュ
ー
・
天
丼
の
み
の
小
さ
な

天
丼
屋
が
あ
る
。
11
時
前
で
行
列
が
な
く
早
め
の
お

昼
に
。
目
の
前
で
揚
げ
た
天
婦
羅
が
ご
飯
に
乗
せ
ら

れ
て
お
つ
ゆ
が
か
け
ら
れ
る
ア
ツ
ア
ツ
の
出
来
立
て
。

か
ら
り
・
し
っ
と
り
し
、
エ
ビ
は
し
っ
ぽ
ま
で
カ
リ

カ
リ
だ
っ
た
。
赤
出
汁
と
よ
く
合
い
美
味
美
味
。

道
頓
堀
川
に
架
か
る
戎
橋
北
西
に
旧
吉
本
興
業
本

社
が
あ
っ
た
そ
う
だ
。
天
井
ま
で
一
面
に
沢
山
の
芸

人
の
名
札
が
掛
か
っ
た
壁
を
背
に
し
て
、
机
に
向
か

う
北
村
て
ん
社
長
の
シ
ー
ン
が
頭
に
浮
か
ぶ
。

御
堂
筋
を
北
上
し
本
町
か
ら
は
東
側
の
三
休
橋
筋

へ
入
る
。
ゆ
っ
た
り
歩
道
に
は
ガ
ス
灯
が
連
な
り
、

綿
業
会
館
や
教
会
な
ど
歴
史
的
建
物
が
所
々
に
残
る
。

昭
和
レ
ト
ロ
の
満
喫
で
き
る
通
り
で
、
突
き
当
り
は

中
之
島
・
中
央
公
会
堂
だ
。

中
之
島
か
ら
天
満
橋
を
渡
り
大
阪
天
満
宮
へ
。
天

満
天
神
繁
盛
亭
の
向
か
い
側
に
は
、
吉
本
発
祥
の
地

「
第
２
文
芸
館
」
が
あ
っ
た
そ
う
だ
。
ド
ラ
マ
の
風

鳥
亭
を
思
い
だ
し
た
。
天
神
橋
筋
商
店
街
に
挟
ま
れ

た
こ
の
場
所
に
夫
婦
の
汗
と
知
恵
で
寄
席
が
で
き
、

お
か
げ
で
吉
本
新
喜
劇
や
落
語
・
漫
才
・
雑
芸
な
ど

幅
広
く
楽
し
め
て
い
る
。
こ
ん
な
に
狭
い
場
所
に
誕

生
し
た
寄
席
が
、
あ
の
な
ん
ば
グ
ラ
ン
ド
花
月
・
日

本
の
吉
本
に
ま
で
成
長
し
た
の
か
と
、
歴
史
を
感
じ

た
。南

森
町
・
成
正
寺
に
あ
る
大
塩
平
八
郎
の
墓
所
に

お
参
り
し
た
後
、
梅
田
茶
屋
町
へ
１
時
過
ぎ
到
着
。

歩
行
16
㎞
、
６
２
０
K

cal
消
費
、
脂
肪
86
ｇ
燃
焼
。

向
井
光
延
（
天
王
寺
区
）

標
記
の
エ
リ
ア
会
議
が
、

去
る
3
月
16
日
豊
中
池
田
拠

点
の
主
催
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。現

在
、
全
国
ナ
ル
ク
拠
点

は
17
エ
リ
ア
に
分
け
ら
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
エ
リ
ア
内
で
地

域
性
を
踏
ま
え
た
身
近
な
問

題
点
を
共
有
し
て
解
決
へ
の

糸
口
を
図
ろ
う
と
の
思
い
で

「
大
阪
・
北
摂
エ
リ
ア
」
に
は
7
拠
点
（
大
阪
北
・

南
・
高
槻
島
本
・
吹
田
・
茨
木
摂
津
・
箕
面
・
豊
中

池
田
）
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
2
～
3
か
月
に
一
度

各
拠
点
持
ち
回
り
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
各
拠
点
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
を
披
露
し
合
っ

た
後
、
預
託
点
数
保
有
の
会
員
さ
ん
へ
の
活
動
状
況

に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。
南
拠
点
の
考
え
方

で
は
、
点
数
利
用
者
は
過
去
の
活
動
頑
張
り
の
結
果

な
の
で
、
少
な
い
活
動
者
を
優
先
し
て
振
り
向
け
て

い
る
旨
の
趣
旨
で
お
話
し
し
ま
し
た
。
新
入
会
員
減

少
、
活
動
者
高
齢
化
の
時
代
背
景
で
他
拠
点
も
苦
慮

し
て
お
ら
れ
る
の
が
実
情
で
す
。

（
事
務
局
）

晴
天
に
恵
ま
れ
た
３
月
17
日
（
土
）
午
前
11
時
よ

り
、
住
吉
区
民
ホ
ー
ル
に
て
第
９
回
目
と
な
る
福
祉

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

野
外
で
は
、
飲
食
の
模
擬
店
が
立
ち
並
び
、
小
ホ
ー

ル
の
舞
台
で
は
歌
や
踊
り
等
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。
メ
イ
ン
の
大
ホ
ー
ル
で
は
、
30

余
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
福
祉
施
設
が
出
店
し
、

様
々
な
バ
ザ
ー
や
展
示
を
行
い
ま
し
た
。

ナ
ル
ク
大
阪
南
も
ブ
ー

ス
の
一
つ
を
受
け
持
ち
、

案
内
パ
ン
フ
や
会
報
を
配

布
し
て
広
報
に
努
め
る
と

と
も
に
、
「
エ
ン
デ
ィ
ン

グ
ノ
ー
ト
」
と
並
ん
で
、

会
員
か
ら
提
供
さ
れ
た
袋

小
物
や
家
庭
用
品
の
販
売

を
行
い
ま
し
た
。
大
勢
の

人
出
の
あ
る
な
か
、
好
調

に
売
り
捌
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

ま
た
、
多
く
の
会
員
の
方
々
が
顔
を
見
せ
て
く
れ

て
、
賑
や
か
に
過
ご
す
な
か
、
予
定
の
３
時
間
が
無

事
終
了
し
ま
し
た
。

高
橋

正
明
（
住
吉
区
）

大
阪
・
北
摂
エ
リ
ア
会
議

市
内
ハ
イ
キ
ン
グ
日
和

そ
の
2

ドラマの北村てん

ナルク大阪南のブースで

ふ
ら
っ
と
楽
し
む“

す
み
よ
し
”

エリア会議の様子



一
重
や
八
重
の
花
が
咲
く
庭
木
。
葉
は
対
生
し
花

は
６
〜
７
月
頃
に
咲
く
。
オ
オ
ヤ
マ
ク
チ
ナ
シ
の
花

は
咲
い
た
翌
日
は
黄
色
く
な
っ
て
い
く
の
で
摘
花
す

る
ほ
う
が
よ
い
。

【
分
類
】

ア
カ
ネ
科
・
常
緑
低
木

【
分
布
】

中
部
以
西
の
本
州
、
四
国
、
九
州

【
生
育
場
所
】
野
生
種
は
山
す
そ
、
庭
に
植
栽

【
採
取
時
期
】
花
は
6
月
、
実
は
10
月

【
薬
効
】

黄
疸
、
肝
炎
、
捻
挫
、
打
ち
身

八
重
咲
き
の
花
に
は
実
が
つ
か
な
い
の
で
、
花
を

食
す
る
の
は
こ
ち
ら
を
。

野
草
を
味
わ
う
場
合
、
そ
の
味
や
香
り
を
生
か
す

た
め
に
、
摘
み
菜
に
き
い
て
、
自
分
に
き
く
。
花
の

場
合
は
さ
ら
に
、
色
や
形
を
生
か
す
と
い
う
工
夫
も

必
要
に
な
っ
て
く
る
。
甘
い
香
り
の
す
る
ク
チ
ナ
シ

は
、
生
ク
リ
ー
ム
と
の
相
性
が
と
て
も
よ
い
。

甘
い
デ
ザ
ー
ト
も
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
だ
が
、
ク
リ
ー

⇒

ム
ス
ー
プ
に
入
れ
た
は
な
び
ら
の
し
っ
か
り
し
た
触

感
は
絶
品
。
友
だ
ち
に
ご
ち
そ
う
し
て
、
喜
ば
れ
た

の
を
機
に
こ
の
ス
ー
プ
が
我
が
家
の
6
月
の
定
番
メ

ニ
ュ
ー
と
な
る
。

〜
摘
み
菜
料
理
一
例
〜

【
ク
チ
ナ
シ
の
実
染
め
ス
イ
ー
ツ
】

ク
チ
ナ
シ
の
実
を
サ
ツ
マ
イ
モ
と
一
緒
に
煮
る

と
鮮
や
か
な
黄
色
に
。

【
ク
チ
ナ
シ
の
ホ
ワ
イ
ト
サ
ラ
ダ
】

花
と
フ
ル
ー
ツ
の
サ
ラ
ダ
に
は
白
味
噌
マ
ヨ
ネ
ー

ズ
が
ぴ
っ
た
り
。
（
ク
チ
ナ
シ
の
花
び
ら
を
そ

の
ま
ま
使
う
）

【
花
び
ら
の
味
わ
い
】
咲
き
た
て
の
花
び
ら
の
香
り

を
そ
の
ま
ま
ジ
ャ
ム
に
プ
ラ
ス
。

ひ
ら
や

け
い
こ
（
阿
倍
野
区
）

[
健
康
管
理]

日
本
の
認
知
症
高
齢
者
は
、
２
０
３
０
年
に
は
約

３
５
０
万
人
に
達
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
認
知

症
の
中
で
、
最
も
割
合
が
多
い
の
が
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

病
で
、
初
期
症
状
は
物
忘
れ
で
す
。

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
は
進
行
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が

で
き
る
た
め
、
早
い
段
階
で
気
付
く
こ
と
が
大
切
で

す
。
同
じ
質
問
を
何
度
も
す
る
、
左
右
の
区
別
が
つ

か
な
く
な
る
な
ど
の
症
状
が
現
れ
た
ら
注
意
が
必
要

で
す
。

認
知
症
を
予
防
す
る
た
め
に
、
塩
分
を
控
え
め
に

野
菜
や
果
物
を
た
く
さ
ん
食
べ
る
、
１
日
30
分
程
度

の
散
歩
を
毎
日
続
け
る
、
そ
の
日
の
行
動
を
思
い
出

し
な
が
ら
日
記
を
つ
け
る
、
多
く
の
人
と
話
す
る
こ

と
な
ど
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

[

食
生
活]

魚
を
週
に
１
回
以
上
食
べ
る
と
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

病
の
発
症
リ
ス
ク
が
減
少
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

魚
の
脂
に
含
ま
れ
る
D
H
A
に
は
脳
を
活
性
化
す

る
作
用
が
あ
り
、
特
に
さ
ば
、
い
わ
し
、
か
つ
お
な

ど
の
背
の
青
い
魚
、
ま
た
、
ま
ぐ
ろ
、
ぶ
り
、
う
な

ぎ
な
ど
に
も
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

食
事
は
肉
や
乳
製
品
な
ど
、
脂
肪
や
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
の
多
い
食
べ
物
を
と
り
過
ぎ
ず
、
魚
と
野
菜
、
海

藻
類
、
き
の
こ
な
ど
を
増
や
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
老
化
の
原
因
と
さ
れ
る
活
性
酸
素
か
ら
体

を
守
る
作
用
が
あ
る
抗
酸
化
物
質
を
含
む
食
品
も
、

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
予
防
に
効
果
的
。
抗
酸
化
物

質
は
緑
黄
色
野
菜
、
ご
ま
、
緑
茶
な
ど
に
含
ま
れ
て

い
ま
す
。

[

始
め
よ
う
！
健
康
ア
ッ
プ
習
慣]

姿
勢
の
悪
さ
は
代
謝
を
下
げ
る
原
因
に
な
る
た
め
、

日
頃
か
ら
正
し
い
姿
勢
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

日
常
生
活
の
中
で
は
、
背
筋
を
ピ
ン
と
伸
ば
し
お

な
か
を
へ
こ
ま
せ
る
こ
と
を
習
慣
に
。
腹
筋
と
背
筋

が
強
化
さ
れ
代
謝
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
り
ま
す
。

（
「
八
広
療
術
院
カ
レ
ン
ダ
ー
」
よ
り

）

摘
み
菜
料
理

ク
チ
ナ
シ

健
康
情
報
シ
リ
ー
ズ
⑯

認
知
症

吉
川

弘
美(

東
住
吉
区)

・
一
陣
の
風
に
始
ま
る
花
吹
雪

・
見
事
な
る
花
咲
き
尽
く
す
老
大
樹

・
夜
桜
の
影
の
揺
れ
つ
つ
濠
の
水

ほ
り

俳

句

島村多恵子(天王寺区)

一
重
の
く
ち
な
し
の
花

こ
ち
ら
の
八
重

タ
イ
プ
は
食
に
不
適



◆

春
の
大
阪
城
公
園
ク
リ
ー
ン
作
戦

・
日
時
‥
５
月
16
日
（
水
）
午
前
10
時
～
12
時

（
雨
天
時
は
、
23
日
（
水
）
に
順
延
）

・
集
合
‥
大
阪
城
ホ
ー
ル
南
玄
関
の
西
側

（
青
屋
門
の
外
濠
）

・
申
込
‥
５
月
11
日
（
金
）
ま
で
に
事
務
所
へ

◆

「
皐
月
会
」
（
日
本
絵
画
展
）

・
日
時
‥
５
月
17
日
（
木
）
～
20
日
（
日
）

11
時
～
18
時

（
た
だ
し
、
初
日
は
13
時
開
場

最
終
日
は
16
時
ま
で
）

・
場
所
‥
「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
白
雲
」

（
大
阪
市
北
区
堂
島
２
ー
２
ー
23

白
雲
ビ
ル
１
階

電
話
6
3
4
1
～
5
5
7
1
）

寺
井
正
治
氏
（
西
区
）
が
出
展
さ
れ
ま
す
。

・
日
時
‥
６
月
９
日
（
土
）

10
時
～
12
時

・
場
所
‥
大
阪
産
業
創
造
館
５
階

・
内
容
‥
・
17

年
度
事
業
報

告
と
決
算
報
告

・
18

年
度
事
業
計

画
と
予
算
計
画

・
拠
点
統
合
に
つ

い
て
ほ
か

・
交
通
‥
地
下
鉄

堺
筋
本
町
駅

（
１
番
出
口
ま
た
は

12

番
出
口
か
ら
徒

歩
５
分
）

☆

介
護
予
防
及
び
脳
ト
レ
運
動

教
室

・
日
時
‥
５
月
24
日(

木)

14
時
～
15
時

・
場
所
‥
北
拠
点
事
務
所

・
内
容
‥
主
テ
ー
マ
「
ボ
デ
ィ
マ
ッ
サ
ー
ジ
」

☆

健
康
麻
雀
初
級

教
室

・
日
時
‥
５
月
26
日(

土)

13
時
半
～
16
時
半

・
場
所
‥
北
拠
点
事
務
所

☆

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

教
室

・
日
時
‥
５
月
9
日(

水)

13
時
半
～
15
時
半

・
場
所
‥
北
拠
点
事
務
所

・
教
材
‥｢

コ
イ
ン
ケ
ー
ス
」(

５
0
0
円)

□

健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン

同
好
会
A

・
日
時
‥
５
月
５
日(

祝
・
土)

５
月
19
日(

土)

６
月
２
日(

土)

13
時
～
18
時

・
場
所
‥
北
拠
点
事
務
所

□

健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン

同
好
会
B

（
新
規
開
催
で
す
）

・
日
時
‥
５
月
12
日(

土)

13
時
～
18
時

・
場
所
‥
麻
雀
ア
ス
テ
ー
ル

（
大
阪
清
飲
会
館
ビ
ル
2
階
）

・
電
話
‥
６
９
４
０-

４
５
６
２

・
交
通
‥
天
満
橋
駅
4
番
出
口
か
ら
西
方
向
へ

徒
歩
約
5
分

・
会
費
‥
１
０
８
０
円

□

民
踊

同
好
会

・
日
時
‥
５
月
8
日(

火)

、
５
月
29
日(

火
）

６
月
12
日(

火)

13
時
～
15
時

・
場
所
‥｢

阿
倍
野
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー｣
４
階

□

手
編
み

同
好
会

・
日
時
‥
５
月
16
日(

水)

14
時
～
16
時

・
場
所
‥
北
拠
点
事
務
所

□

絵
手
紙

同
好
会

・
日
時
‥
５
月
21
日(

月)

14
時
～
16
時

・
場
所
‥
北
拠
点
事
務
所

□

カ
ラ
オ
ケ

同
好
会

・
日
時
‥
５
月
18
日(

金)

13
時
～
18
時

・
場
所
‥｢

コ
ー
ト･

ダ
ジ
ュ
ー
ル
鶴
橋
店
」

□

俳
句

同
好
会

・
日
時
‥
５
月
19
日(

土)

10
時
～
12
時

・
場
所
‥
北
拠
点
事
務
所

□

オ
モ
チ
ャ
作
り

同
好
会

・
日
時
‥
５
月
８
日
（
火
）

13
時
～
16
時

・
場
所
‥
北
拠
点
事
務
所

南
拠
点
事
務
所

０
６
‐
６
７
１
０
‐
４
５
２
２

（
事
務
所
の
執
務
時
間
は
、
平
日
の
10
時
～
16
時
で
、

土
曜
・
日
曜
・
祝(

休)

日
は
、
お
休
み
で
す
。)

催
事
等

ご
案
内

教
室
・
同
好
会

ご
案
内

◎ 時間預託活動

時 間 131 時間

提供者 26 人

◎ 奉仕活動

時 間 276 時間

提供者 21 人

◎ 会員数

入 会 0 世帯 0 人

退 会 3 世帯 3 人

◎ 月末会員数

185 世帯

236 人

３月度 会員動向

「
第
10
回
定
時
総
会
」
の
ご
案
内

岸
田
香
津
子
様
（
住
吉
区
）
か
ら
切
手
を
、
ま
た
、

M
・
Ｔ
様
（
平
野
区
）
か
ら
金
一
封
の
ご
寄
付
を
頂

き
ま
し
た
。

大
変
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
知
ら
せ


